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小 川 恵 也
1 は じ め に
わが国では,1960年代の後半か ら,マル クスの ｢個人的所有｣の ｢再建｣ と
して社会主義 あるいは共産主義 を把握す る見方が1), 平田清明氏の問題提起 と
ともに,論争対象 として大 きく取 りあげ られるに至 った｡以後,経済学原論,
学説史の分野のみ ならず,哲学.歴史学,社会主義経済学 などの分野か ら多 く




最近,LIJZ 内靖氏の ｢個体的所有範噂 の再審｣が連載 されていて興味深い｡
氏の ｢再審｣の所以は,一つは,-ノしクスの ｢否定の否定｣の論理 を--ゲル





正気 ｢共同体論争と所有の原理｣1970,札 マルクスの ｢個人的所有｣論について,京大 ｢経





では.西野魅 資本の直接的生産過程と｢個人 (個体)的所有｣ ｢再建｣問鳳 ｢海南経済学｣
究｣29-4,1978,10月などがある｡
マルクスの｢(再建される)個人的所有｣概念について(1) (151) 45


























4) 山之内靖,個体的所有範噂の再審5. ｢経済評論｣1979.3凡 86189ページ｡
5) 同上6, ｢経済評論｣1979.6月以降の展開を参照されたい.







































































たため, ｢経済学批判要綱｣(以後 ｢要綱｣)の ｢資本制生産に発行する諸形態｣
(以下 ｢諸形態｣)稿におけるゲルマン的所有形態-個人的所有という規定を,
そのまま ｢資本論｣での ｢個人的所有｣ と同一のものと決めてかかる立論が多

















する認識の深まり (モル ガ ソ ｢古代社会｣,ロシ7のコヴァレスキーとの交友


























50 (156) 第-126着 第3･4号





























































ならない｡まず一括 して ｢共同体所有｣ として把握され,その後にはじめて諸
形態問の相違 (共同体の強度,土地所有の形態など)が語られるのであるD し
かし,その場合 も, 自然的,地理的.気候的等の外的 ･客観的条件 と主体的条
件が共に考慮された上でなされなくてはならぬので,アプリオリに生産力の高
低を.かの三形態が表現するとみるわけにはいかない27)a
第二の雷の存在形態 (労働手段 として)の変化に移ろうO この点からは,労
働手段が,生産力の発展 とともに.それ自体が労働にもとづ くものになってい
くことが語られるoマル クスが ｢共同体的土地所有｣を ｢歴史的状態第 I号｣

































交換に供 され,流通する尤大な労働生産物としての ｢商品｣であるO ｢資本制
的生産様式が支配的に行なわれる詰社会の富は一つの 『:枝大な商品集成』 とし
て現象し,個々の商品は,こうした富U)原基形態 として現象する.｣80)は有名な
冒頭の言葉であるO ｢要綱｣では, この商品性界を ｢物的依存関係｣81)として
これをおさえているといえる｡
以上の展開は, 近代において出現する ｢個人的所有｣ の重要な意味あいが
(生産力視点).古い原始共同社会や.そこから一歩でてはいるがいまだ共同体
29) Iba_,S387,邦訳.421ペ ジー0
30) a a 0,S49,前掲邦訳.35ページ.
31) a.a.0.SS73-82.邦訳,77-85ページ｡























こから, ｢資本論｣冒頭に登場する ｢近代の官の原基形態｣ としての商品は,
｢社会的生産の無政府性｣を内包 しているものとして最初から存在するという
32) 諸 の々細部の関係や,この2つの基本的ないし基礎的生産関係の諸 の々グァ1)アソトについて
はここでは問題にしない.改稿予定h
























33) マルクスからエンゲルス宛て手続 (以下M -〉Eと略す)1867,8,24E]付,MEW Bd31,
S326,邦訳｢マルエソ全集｣第31巻,273ベーン｡
34) 広松捗｢マルクス主義U)地平｣1969,第4部参照 ｡
35) M→ E,1867.6.22日付.MEW Bd 31,S306,邦汎 256-257べ--/｡
36) 尾崎芳治,資本主義から社会主義-.｢経済｣1975.6月.では簡単にふれられているがそれ
以上の展開はない｡林氏,長砂氏,芦El氏などもこの点では節欲されているようである｡
56 (162) 第126巻 第3･4号













的に,熱病的な生産 とそれにつつ く市場の充漁を生み出し,市場の収縮 ととも
に麻痔状態が起こってくるo産業の生活は,中位の活況,繁栄,過剰生産恐慌,
そ して停滞 という相次ぐもろもろの時期の序列に転化するO磯枕経常のために


































前捷され,労働着帽級の ｢無所有｣ と ｢貧困化｣を論ずる場合,大きな位匿が
与えられているとすへきである｡
(2)他人の剰余労働の取得
前述 したマルクスの ｢資本論｣に関する手紙で示唆された ｢最良の点｣の(2)
42) Ibtd,SS 697-701,兆 沢.526-530べ-J｡




























と- 高かろうと低かろうと- 悪化せざるをえない. ということになるO
最後に,相対的過剰人口または産業予備軍をたえず蓄環の範囲および精力と
均衡させる法則は,-ファイ トスの校がプロメテウスを岩に釘づけしたより

















っては,餓死かさもなくば乞食O これが労働岩の ｢無所有｣ とマルクスにより
規定される現実なのである51)
マルクスにあっては,｢不払剰余労働の取得｣ という限 りで,資本制を奴隷
制や農奴制 と同一視する観点 と52),前者と後者は全 くちがった独特の階級社会
だという認識が存在 したと思われるO生産請)Jにおける最高度の発展.自然の
コントロールの完成への発展 という側面から近県射された現実における生産=























さて,｢資本制｣の ｢否定｣がマルクスによって ｢必然｣ とつかまれた所以
はどこにあったか｡第一に,先述した客観的矛盾の激化｡それに規定されての







制を板底からゆさぶる ｢恐慌｣ に際しては まさに増幅したものとして現出す























































6O)汰.Marx,DasKa〆tal,Bda.SS 452-457,邦汎 第3亀 ⑨357-36j2べ-ジ｡また F









せるo Lたがって,大工業の本性は労働の転変 ･機能の流動 ･労働者の全面















62) aa.0.S 125,前掲邦訳,140ペ ジー.(訳語一部改定)
